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（１） 設置する学校の内容（平成２1年５月１日現在）

修　学 収　容 入　学 現　員 開　設 備　考
年　限 定　員 定　員 年　度
4年 445名 100名 242名 平成15年

2年 200名 100名 198名 昭和56年
2年 200名 100名 191名 平成 4年

― 400名 200名 389名 ―
3年 675名 225名 612名 昭和24年

3年 35名 35名 35名 平成21年

3年 540名 180名 538名 昭和23年

3年 540名 180名 552名 昭和22年

6年 756名 126名 698名 昭和22年

3年 120名 40名 118名 昭和36年
3年 120名 40名 145名
6年 360名 60名 311名
3年 210名 70名 137名
― 810名 210名 711名 ―
― 4,201名 1,256名 3,777名 ―

（２）役員・評議員の概要（平成２１年５月１日現在）

理　事　長
理　　事

定　　　数 ８～１３人
総　　　数 　　１３人

（３）教職員の概要(平成２１年５月１日現在）

学校
本　務 非常勤 本　務 兼　務

― ― 2 0
18 46 10 9

（18） （46） （10） （ 9）
19 60 14 8

（10） （29） （ 6） （ 5）
（ 9） （31） （ 8） （ 3）

53 6 10 0
3 0 0 0

31 11 6 4
27 14 7 4
39 3 17 5
69 21 17 18

259 161 83 48

清泉インターナショナル学園

全日制

清泉女学院短期大学
長野県長野市上野2-120-8

清泉小学校
神奈川県鎌倉市雪ノ下3-11-45

全日制

全日制

長野清泉女学院中学校

Ⅰ　法人の概要

学　　校　　名

清泉女学院大学
長野県長野市上野2-120-8

（所　在　地）

長野県長野市箱清水1-9-19

全日制

清泉女学院高等学校
神奈川県鎌倉市城廻200
清泉女学院中学校
神奈川県鎌倉市城廻200

幼児教育科
国際コミュニ

監　　事 評　議　員
　　堀　明子（７２歳） 

ケーション科

長野清泉女学院高等学校
長野県長野市箱清水1-9-19

学部・学科等

人間学部
心理コミュニ

職　員　数

清泉女学院大学　人間学部

小学部
幼稚部

２７人２人

教　員　数

１７～２７人

清泉インターナショナル学園

（国際コミュニケーション科）
長野清泉女学院高等学校

清泉女学院高等学校

　計

東京都世田谷区用賀1-12-15 中学部

２人

　計
法　　人　　合　　計

高等学部

ケーション学科

法人合計

長野清泉女学院中学校

清泉女学院中学校

法人本部

（心理コミュニケーション学科）
清泉女学院短期大学
（幼児教育科）

（学科）

清泉小学校



Ⅱ 事業の概要   

 平成 21年度、各学校の主な事業実績は次のとおりです。   

 

◆長野清泉女学院中学・高等学校 

・新たな職員研修実施（カトリック精神、学校のあり方を考える研修の 2種類）を行った。 

・清泉ビジョンプロジェクトチームのメンバーを一新し、中高一貫教育のあり方、高校教育のあり方につい

て、本校の伝統を大切にしながら、新たな方向性を探る研究を続けた。 

・「朝の読書」の導入、隔週土曜日授業の実施、姉妹校体験授業と高大連携によるコース・系列の教育内容の

向上、新しいシラバスのあり方の研究、海外研修、情報教育など教育活動の充実を図った。 

・HP・リーフレット・パンフレット等による広報活動、学校紹介・体験授業の実施を通して教育活動をアピ

ールした。入試選抜の複線化（特待生選抜、特進コース選抜、子女・姉妹自己推薦選抜の継続）、中学校・

学習塾との連携を図った（高校）。小学生対象の体験授業等を行った（中学）。 

 

◆清泉女学院中学高等学校 

・本校の設立の理念に基づき、かつ生徒の実態と時代に合ったカリキュラムを作成し、中学の分を完成。 

・教育力の向上のために若手と経験のある教職員の連携、非常勤教職員の研修会への参加呼びかけ、生徒の

心のケア体制の実践のために教員とカウンセラーの連携に努めている。 

・大学入試対策委員会を継続し、大学入試の現状の把握、模擬試験実施による生徒の継続的なデータ蓄積に

努めた(高校)。 

・中学入学試験実施方法について研究を重ねた。姉妹校の清泉小学校との効率的な連携を図るため、学校説

明会の開催、中学入学時に新入生徒と保護者を対象とした面接を行った。また、外部からの受験生を掘り

起し、本校をより理解してもらうため、学校説明会や講演会に積極的に参加した（中学）。 

 

◆清泉小学校 

・「学校教育目標」（思い、言葉、行いを通して豊かな人間関係を育む。意欲的で一人ひとりを活かす学習活

動を実践する。）を作成し、その実践に努めた。また、「学校の日」「マリア様の集い」「聖心のミサ」「クリ

スマス会」等を通して清泉の精神の涵養に努めた。 

・授業の１時間を前年度までの 40 分から 45 分に変更するとともに、スクールバスを２台運行から３台運行

にして、授業時間の確保に対応した。新 1年生はクラス定員を 38 名とし、よりきめの細かい指導を実施し

ている。 

 

◆清泉インターナショナル学園 

・幼稚園では、多数の保護者から「半日保育の３歳児でも 4、５歳児一日保育への受け入れを可能とする制

度を新設して欲しい」という要望があり、試験的に実施した。その結果、好評であったこと、また共働き

の家庭の多い現況で継続的なニーズが見込まれることを勘案し、平成２２年度より新制度を導入すること

とした。 

・小学校では、新教育プログラム PYP を導入して児童が自主的に探究し問題の解決方法を模索することを促

しており、教師全員が国際バカロレア機構主催の PYP 研修を受けた。 

 

◆清泉女学院大学（別掲） 

◆清泉女学院短期大学(別掲) 



Ⅲ　財務の概要

（１）平成２１年度決算の概要
　平成２１年度決算について、過去２年度の決算額とともにご報告いたします。なお、金額は
百万円未満を四捨五入して表示しています。

① 資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該年度の教育研究等の諸活動に関わるすべての収入・支出の内容
を明らかにすること並びに支払資金（現金預金）てん末を明らかにします。この計算書には、
借入金収入、前受金収入、その他の収入等の「収入」や借入金返済支出、資産運用支出、その
他の支出等の「支出」を含む全ての資金の動きが表示されます。
　平成２１年度の資金収支計算は、学生生徒等納付金収入、雑収入（退職金財団交付金収入
等）、その他の収入（前期末退職金財団交付金収入等）などの減少のため、当年度収入合計は
４，７８４百万円（前年度比△２１２百万円）となりました。
資金支出は、施設関係支出△３８９百万円（長野清泉女学院高等学校の校舎改築等）、設備関
係支出（教育研究用機器備品等）△７９百万円等により、当年度支出合計は４，３５０百万円
（前年度比△６５１百万円）となりましたが、前年度繰越支払資金が、前年度比５百万円減少
しているため、次年度繰越支払資金は、年度始めより４３４百万円増の８，９１７百万円とな
りました。

資金収支総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　   （金額単位：　百万円）

資金収入の部 １９年度決算 ２０年度決算 ２１年度決算 前年比 備　　考
学生生徒等納付金収入 3,144 3,431 3,390 △ 41
手数料収入 42 40 40 0
寄附金収入 282 240 225 △ 15
補助金収入 724 771 787 16
資産運用収入 58 70 66 △ 4
資産売却収入 0 0 0 1
事業収入 48 44 41 △ 3
雑収入 201 139 97 △ 42
借入金等収入 22 14 30 16
前受金収入 729 740 742 2
その他の収入 411 418 236 △ 182
資金収入調整勘定 △ 602 △ 911 △ 870 41
当年度収入合計 5,059 4,996 4,784 △ 212
前年度繰越支払資金 8,284 8,488 8,483 △ 5
収入の部合計 13,343 13,484 13,267 △ 217

資金支出の部 １９年度決算 ２０年度決算 ２１年度決算 前年比 備　　考
人件費支出 2,941 2,952 2,929 △ 23
教育研究経費支出 537 565 515 △ 50
管理経費支出 237 259 247 △ 12
借入金等返済支出 22 22 17 △ 5
施設関係支出 476 460 71 △ 389
設備関係支出 99 129 50 △ 79
資産運用支出 527 556 497 △ 59
その他の支出 56 101 69 △ 32
資金支出調整勘定 △ 40 △ 43 △ 45 △ 2
当年度支出合計 4,855 5,001 4,350 △ 651
次年度繰越支払資金 8,488 8,483 8,917 434
支出の部合計 13,343 13,484 13,267 △ 217



② 消費収支計算書

　「消費収支計算書」は、当該年度の消費収入及び消費支出の内容を明らかにすると共に、消費

収支の均衡状態が保たれているかどうかを示す計算書で、経営状態の健全性を判断することがで

きます。

　平成２１年度の消費収支計算は、帰属収入合計が授業料収入、寄付金収入、雑収入（退職金財

団交付金収入等）の減少により４，６８６百万円（前年度比△１０６百万円）となり、基本金組

入額２１４百万円（前年度比３９９百万円増）を控除した消費収入合計は、４，４７２百万円

（前年度比２９３百万円増）となりました。

消費支出は、教育研究経費、管理経費等の節減により、消費支出合計は、４，１０２百万円（前

年度比△６８百万円）となり、当年度の消費収支は３７０百万円の収入超過（前年度比３６１百

万円増）となりました。

　前年度繰越消費収入超過額が７９百万円増加しているため、清泉女学院中学高等学校の浄化槽

除却、機器備品等の除却による基本金取崩し２７百万円（前年度比△４３百万円）もあり、翌年

度繰越消費収入超過額は６，４６３百万円（前年度比３９７百万円増）となりました。

消費収支総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　   （金額単位：　百万円）

消費収入の部 １９年度決算 ２０年度決算 ２１年度決算 前年比 備　　考

学生生徒等納付金 3,144 3,431 3,390 △ 41

手数料 42 40 40 0

寄附金 284 257 227 △ 30

補助金 724 771 787 16

資産運用 58 70 66 △ 4

資産売却差額 0 0 0 1

事業収入 48 44 41 △ 3

雑収入 204 179 135 △ 44

帰属収入合計 4,504 4,792 4,686 △ 106

基本金組入額合計 △ 441 △ 613 △ 214 399

消費収入の部合計 4,063 4,179 4,472 293

消費支出の部 １９年度決算 ２０年度決算 ２１年度決算 前年比 備　　考

人件費 2,969 2,959 2,957 △ 2

教育研究経費 850 897 849 △ 48

管理経費 284 301 286 △ 15

資産処分差額 96 2 5 3

徴収不能額 9 11 5 △ 6

消費支出の部合計 4,208 4,170 4,102 △ 68

当年度消費収支差額 △ 145 9 370 361

前年度繰越消費収入超過額 6,127 5,987 6,066 79

基本金取崩額 5 70 27 △ 43

翌年度繰越消費収入超過額 5,987 6,066 6,463 397



③ 貸借対照表

　貸借対照表はある時点における資産、負債、基本金、消費収支差額の内容及び残高を示し、学校

法人としての資産状態を明らかにしています。

　平成２１年度末時点の貸借対照表における資産総額は、減価償却等に伴う建物勘定減少２１８百

万円、各種引当特定預金の増加４５８百万円、現金預金の増加４３４百万円等により、前年度末よ

り５９９百万円多い２８，３２７百万円となりました。

　負債総額は、学校債の増加１３百万円等により、前年度末より１５百万円増加し、１，５３５百

万円となりました。その結果、基本金と消費収支差額の合計である正味財産は、前年度末より

５８４百万円多い２６，７９２百万円となっています。

貸借対照表総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　   （金額単位：　百万円）

資産の部 １９年度末 ２０年度末 ２１年度末 前年比 備　　考

固定資産 18,343 19,019 19,214 195

有形固定資産 12,691 12,921 12,665 △ 256

　土地 6,360 6,360 6,360 0

　建物 5,034 5,498 5,280 △ 218

　その他 1,297 1,063 1,025 △ 38

その他の固定資産 5,652 6,098 6,549 451

　各種引当特定預金 5,639 6,074 6,532 458

　その他 13 24 17 △ 7

流動資産 8,775 8,709 9,113 404

　現金預金 8,488 8,483 8,917 434

　その他 287 226 196 △ 30

資産の部合計 27,118 27,728 28,327 599

負債の部 １９年度末 ２０年度末 ２１年度末 前年比 備　　考

固定負債 573 534 527 △ 7

流動負債 958 986 1,008 22

負債の部合計 1,531 1,520 1,535 15

基本金及び消費収支差額の部 １９年度末 ２０年度末 ２１年度末 前年比 備　　考

基本金 19,599 20,142 20,329 187

繰越消費収入超過額 5,988 6,066 6,463 397

基本金及び消費収支差額の部合計 25,587 26,208 26,792 584

599負債、基本金
　　及び消費収支差額の部合計

27,728 28,32727,118


